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当時 を 振り 返る 。 
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「 き ち は そ の まま 残る 」 と いう 不安 は 、 


沖縄 は 、 本 土 復 帰 の 日 を 迎 
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午前 0 〇 時 、 東 京都 板橋 区 の バ パス 会 社 の 寮 で 、 復 帰 を 伝え る テレ ビ の 映像 に 合わ せ て 沖縄 県 人 の 家 


合わ せ て 歌っ て 踊っ て 喜び 合っ た 


三線 に 


5 ハブ 酒 で 乾杯 し た 。 郷里 の 祝い 唄 も 飛び 出し 、 
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サッ カー _- 場 な を ど が そろ う 奏 の 巣 レク リエ ー ショ ン セ ンタ ー 
飛行 場 ( 左 ) な どの 應 ノ 巣 空軍 施設 が あっ た 。1977 年 まで に 返還 され た 








神戸 大 学 大 甲 合 第 2 キャ ン パ ス ( 吉 ) は 、 米 軍 将 校 住宅 「 六 皿 ハ イツ ] ( 左 
に ある 。1958 年 の 返還 後に 神戸 大 が 取得 し た 


途 帰 と は 


復帰 か ら 半 世 紀 を を 迎え 、 沖 縄 県 内 で も 
「 復 帰 」 を 知ら な い 世 代 が 多く な っ て い 
ます 。 一 方 で 、 今 も 「 真 の 復帰 と は 何 
か 」 ご と いっ た 問い が 続い て いま す 。 

Q 「 復 帰 」 っ て 何 の こ と ? 

A 沖縄 は 戦後 27 年 間 、 米 軍 の 統治 下 に 
置か れ ま し た 。 日 本 国 憲法 が 適用 され 


沖縄 の 願い 実現 ? 


Q 復帰 は 、 ど う や っ て 実現 し た の ? 

A 強制 的 な 士 地 接収 に 対す る 「 和 鳥 ぐ る 
み 」 の 運動 な ど 、 米 軍 の 圧政 に 対し 、 住 
民 は 声 を 上 げ 続 け ま し た 。 60 年 に 教職 員 
や 様々 な 住民 組織 に よっ て 「 沖 縄 県 祖国 
復帰 協議 会 」 が 設立 され 、 復帰 運動 が 本 
格 化 し ます 。 基 本 的 人 権 や 言論 の 自由 の 
な い 状 態 か ら 「 平 和憲 法 の 下 へ の 復帰 」 


問題 は 解決 ? 


Q 復帰 の 日 は どう 迎え だ た の? 

A 復帰 後 も 米 還 基地 が 残る こと が 分 か 
っ て くる ご 、 「 基 地 の な い 平 和 だ な 烏 」 を 
望ん で いた 沖縄 の 住民 に は 、 不安 や 失望 
が 広がっ て いき まし た 。 


「 新 聞 広告 見 た 」 で 
出張 買取 に 限り 


買取 金額 


ETE 着物 食器 / 毛 皮 / 骨 董 品 お 酒 プ カメ ラン 楽器 ) 


て 女性 | 


( 右 ) に は 米 空軍 の ブレ ディ 


- 亭 月 


) の 跡地 


ず 、 立法 ・ 行 政 ・ 司 法 と いっ た 施政 権 は 
米国 が 握っ て いま し た 。 そ の 施政 権 が 
1972 年 5 月 15 日 に 日 本 に 返 本 され だ た こ 

を 、 沖 縄 の 日 本 復帰 ご 呼ん で いま す 。 
Q どう し て 米国 に 支配 され だ た の? 

A 日 米 が 戦っ た 太平 洋 戦争 の 末期 、 沖 
縄 で は 激しい 地上 戦 が 行わ れ ま し た 。 日 


が スロ ー ガ ン と な り ま し た 。 

佐藤 栄作 首相 は 65 年 8 月 、 日 本 の 首相 
と し て 戦後 初め て 沖縄 を 訪問 し 、「 沖 縄 
の 祖国 復帰 が 実現 し な い 限 り 、 我 が 国 に 
と っ て 戦後 が 終わ っ て いな い 」 ど 演説 。 
米 側 と の 返還 交渉 を 進め て いき ます 。 

この ころ 米国 は 、 ベ トナ ム 戦 争 に 介入 
する な か 、 自 由 に 使え る 沖縄 の 基地 の 重 


復帰 記念 式典 で 、 佐 藤 首 相 は 「 戦 争 に 
よっ て 失わ れ た 領土 を 平和 の うち に 外交 
交渉 で 回 復 し た こと は 史上 ぼ きわめて ま 
れ 」 ど 歴史 的 偉業 を 強調 し 、「 日 米 友好 
の きず な の 強 さ を 痛感 する ] と あい さ つ 


お 酒 プ カメ ラン 


※ 上 記 以 外 の お 品物 に つい て は キャ ン ペ ー ン 対象 外 と な り ま す 


Pl 
3020 4 


女性 専用 タイ ヤル 「 レ ディ ー ス プラ ン 」 


mm 0120-472-894 


回 0120- 545-958 。 庄 計 


衣 定 額 に 納得 いた だ け な い 場合 は 「 全 品 返却 」 致 し ます 。 株 式 会 社 REGATE 大 阪 府 公安 委員 会 許可 第 621060140991 号 横浜 事業 所 神奈 川 県 横浜 市 神奈 川 区 新 浦 島 1 丁目 1-32 ニュ ー ス テー ジ 3-D 


\ 詳し い 情報 は / 


着物 買取 福 ち ゃ ん 計 記 


r= 5 屋 才 1 


本 土 の 米 車 基地 


〇 … 今 も ある 米 軍 基 地 ® 
@ 返還 され た 米 軍 基 地 
凍ら 
© 
O る 
e 
8 
*_ の 。s 人 8 es 
@ 
% se 


ンダ Rr 


ha a 
= 2022 年 きき a 


1958 年 返 時 の キャ ンプ 大 津 A 地 区 ( 左 ) は 皇子 山 総合 運動 公園 ( 右 ) と な り 、 
米 軍 住 宅地 区 は 皇子 が 丘 公園 と し て 市 民 の 政 い の 場 に 


ーー50 年 前 立法 ・ 行 政 ・ 司 法 の 権利 が 日 本 に 返 選 


本 は 本 土 へ の 上 陸 を 遅らせ よう ご 、 沖縄 
で 時 間 稼 ぎの 作戦 を 立て 、 戦 闘 が 長引い 
た 結果 、 県 民 の 4 人 に 1 人 が 亡くな っ だ た 
と 推計 され て いま す 。1945 年 8 月 に 日 本 
は 無 条 件 降伏 を 受け 入れ 、 米国 を 中心 と 
する 連合 国 に 占領 され 、 米 軍 は 全国 各地 
に 駐留 し まし た 。 そ の 後 、 日 本 は 米国 な 


ーー 基地 人 負 斑 ' 楼 抜き ・ 本 土 並み 」 な ら す 


要 性 が 高まる 一 方 で 、 戦 争 の 泥沼 化 で 苦 
し い 財 政事 情 を 抱え て いま し た 。 沖縄 を 
日 本 に 返す こと で 統治 や 基地 維持 に か か 
る 費用 を 抑え な が ら 、 基 地 の 自 由 使用 を 
引き 続き 確保 むす る こと を めざし ます 。 
沖縄 返還 を 求め る 声 と 基地 へ の 反発 
は 、 日 本 本 土 で も 沖縄 で も 広がり 、 日 米 
関係 を 安定 化 さ せる 必要 に も 迫 ら れ て い 


ーー 事件 事故 ・ 騒 音 …「 真 の 復帰 」 続 く 議 薄 


らち よろ つて が よ 


し まし た 。 一 方 、 沖 縄 の 屋良 朝 苗 知事 は 
感激 や 日 米 政府 へ の 感謝 を 述べ た 後 、 
「 必 ず し も 私 ども の 切な る 願望 が いれ ら 
れ だ と は いえ な いこ と も 事実 。 これから 
ゃ も な お 厳し さ は 続き 、 新 し い 困 難 (に こ 直 面 


金 記事 を 国吉 美香 、 福 井 万 穂 、 山 中 由 睦 、 木 村 司 、 紙 面 編集 を 伊藤 覧 、 グ ラフ ィ ッ ク を 岩見 梨絵 が 担当 し まし た 。 沖縄 に 関す る 報道 に つい て 、 ご 意見 ・ 感 想 を お 寄せ くだ さい 。 


6 月 4 日 土 )・ 


・ ご 相談 に は 予約 が 必要 で す 。 
いた し ます 。 


て ご 来 社 く だ さい 。 


受付 期間 : 一 5 月 31 日 


FAX : 03-3944-5241 (随時 ) 


護国 寺 SIA ビ ル 6 階 





5 日 日 ) 
午前 10 時 >12 時 午後 1 時 こ 5 時 


会 場 : 講談 社 本 社 ビル 
東京 都 文京 区 音羽 2-12-21 。 
(東京 メト ロ 有 楽 町 線 護国 き 駅 下車 生ま 39 


NN お 時 目 の お 申し 込み を お 願い 
新型 コロ ナウ イル ズ 友 拡大 防 上 対 策 を 取っ て いま す の で 、 安心 し 


メー ル : kodansha-jihi@k-editoriaLcom 
ホー ムペ ー ジ : https://k-editorial.jp/ Rs 
郵便 : 〒112-0013_ 東京 都 文京 区 音 洋 1- 17-18 供する こと は 一 切 あ り 


3 計 語 
回 東京 ・ 代 々 木 


ーー 来 軍 立 川 基地 ( 左 


ど と 結ん だ サン フラ ン シ ス コ 講 和 条 約 
(1952 年 発効 ) に よっ て 独立 を 回 復 し ま 
す が 、 沖縄 は 、 奄 美 (53 年 復帰 ) や 小笠 
原 (68 年 復帰 ) と と も に 日 本 か ら 切 り 離 
され まし た 。 

Q 米 軍 統治 下 の 沖縄 で は どん な こと が 
起き た の ? 

A 東西 冷戦 の 時 代 、 米 軍 は 沖縄 を 「 太 
平 洋 の 要 石 」 と し て 軍事 拠点 化し まし 
た 。 武装 兵 が 住民 を 強制 排除 し 、 ブ ルド 


まし た 。 日 米 は 69 年 11 月 、 沖 縄 を 72 年 に 
返 選 する こと で 合意 し まし た 。 

Q 沖縄 の 願い が か な っ ただ ん だ ね ? 

A そう ご は 言え ませ ん 。 日 米 は 沖縄 の 
基地 負担 を 「 核 抜き ・ 本 土 並 み 」 ご する 
こと を 基本 方 針 と し まし た が 、 現 実は そ 
の 逆 と も いえ る 結果 となり まし た 。 

日 米 交渉 の 最大 の 焦点 は 、 沖 縄 に 配備 
され た 「 核 兵器 」 の 扱い で し た 。 佐藤 首 
相 は 67 年 、「 非 核 三原 則 」 を 表明 し 、 米 
国 に 沖縄 か ら の 桜の 撤去 を 求め ます 。 し 


する か も し れ ま せん 」 と 語っ て いま す 。 
Q 50 年 が 経っ て 、 問題 は 解決 し た の ? 
A 現在 も 、 全 国 の 米 軍 専 用 施設 の 7 割 
が 、 国 土 面積 の 0.6% し か な い 沖 縄 に 集 
中 する な ど 、 復帰 時 の 問題 は 残さ れ た ま 
まで す 。 

米 軍 に 「 特 権 的 ] と ちい われ る 地位 を 
誰 め た 日 米 地位 協定 に よっ て 、 米 軍 が 関 


PP 
砂川 闘争 の 舞台 と な っ た 。 一 部 が 陸自 に 移管 され 、1977 年 全面 返還 








ー ザ ー で 田畑 や 家屋 を つぶ し て 基地 に 変 ! 
えて いき まし た 。 そ の 強権 ぶり は 「 銃 剣 ! 


ご ブル ドー ザー」 ご と 呼ば れ ま す 。 


6 歳 の 女の子 が 米兵 に 性 的 暴行 を 受け | 


て 殺害 され る 事件 や 、 小 学校 に 米 軍機 が 


墜落 し て 児童 らち 17 人 が 死亡 する 事故 な 」 
ご 、 米 軍 関 係 の 事件 ・ 事 故 が 多発 し まし | 
た 。 沖縄 側 に 米 軍 人 ら を 裁く 権限 が な | 
く ヽ 理不尽 な 無罪 判決 が 少な へ く あり ませ | 


ん で し た 。 


か し ヽ 、 最終 的 に ニニ 


事 録 を ひそ か に 
密約 」 は 94 年 以降 明らか に な り ま す 。 


「 本 土 並 み 」 に つい て も 、 日 本 政府 は | 


沖縄 に も 日 米 安保 条約 を 適用 する こと を 


目指 し 、 米 側 と 合意 し ます 。 一 方 で 、 米 | 
軍 が 基地 を 復帰 前 と 同じ よう に 使う こと | 
わ さ れ る な ど 


を 認め る 合意 が 秘密 裏 に 交 
し まし た 。 


係 する 事件 事故 は 捜査 に 制約 が か か り 、 


司法 が 違法 と 何 度 も 認め て いる に も か か | 


わら す 米 軍機 の 肖 音 被害 は 制限 で きま せ 


ん 。 近 年 は 、 環境 汚染 や 感染 症 で も 、 協 」 
定 に よっ て 原因 完 明 や 対策 が 妨げ られ る | 


事態 も 発生 し て いま す 。 


「 真 の 復帰 と は 何 か 」。 そ うし た 議論 | 


が 今 も 続く ゆえ ん で す 。 


福岡 本 部 報道 セン ター (s-shakai@asahi.com) まで 。 


無料 個別 相談 会 を 開催 いた し ます ! 


110 年 に お よぶ 講談 社 の 出版 の 歴史 で 培 わ れ た 実績 と 信頼 を 、 


あな た の 本 づく り に 生か し ませ ん か 。 


表し た い …… 


さい 。 


無料 個別 相談 会 の ご 予約 ・ お 問い 合わ せ 先 _ 


TEL:03-6902-1022 
株 式 会 社 講談 社 エ ディ トリ OO 


受付 時 間 : 平日 午前 10 : 00 一 午後 5: 00 


自費 出版 パン フレ ッ ト も ご 請求 くだ さい ! 


株 式 会 社 講談 社 エ ディ トリ アル 
TEL : 03-6902-1022( 平 日 午前 10 : 00 一 午後 5 : 00) 


WH 

無料 | 
お 申し 込み の 際 の 個人 
- 情報 は 、 連絡 等 に 使用 
する も の で 、 外部 に 提 


ませ ん 。 


自費 出版 に 関す る お 悩み に お 答え いた し ます 。 


・ 小 説 を 書い て は みた も の の 、 果 た し て 本 に な る の か どう か 
・ 定 年 を 機 に 、 若い 頃 や り た か っ た 研究 に 取り 組ん だ 。 その 成果 を 発 


・ 亡 き 家族 の 日 記 や 手紙 * 写 真 な ど が 未 整理 の まま 、 し まっ て ある の で 、 
まとめ て 書籍 に し た い …… 
趣味 の 教室 で 教え て きた 経験 を 生か し て 、 テ キス ト を 作り た い 。 生 
徒 さ ん の 作品 集 も 出し た い …… 

等 々 、 原稿 が まだ な く て も けっ こう で す 。 お 気軽 に 


ご 相談 くだ 


山 ・ 光 画 械 。 


[NF 古 
誰 史 湯 幅 ・ 揚 憶 穴 田 
「 図 落 ら こ は 」 


東京 近郊 以外 に お 住い の 方 へ 

今夏 、 北海 道 ・ 東 北 ・ 中 部 ・ 関 西 ・ 九 州 の 各地 で も 自費 出版 無 
料 個別 相談 会 を 開催 予定 で す 。 新聞 広告 、 弊社 ホー 
で 告知 いた し ます 。 


ムペ ー ジ 





ソン 大 統領 と の 間 で | 
「 重 大 な 緊急 事態 の 際 に は 、 米 国 は 再び 
沖縄 に 核兵器 を 持ち 込む ]」 と いう 合意 議 」 
交わ し まし た 。 こ の 「 桜 | 


米 軍 住宅 地区 「 ワ シン トン ハイ ツ ] ( 左 ) が 1964 年 の 東京 五輪 を 機 に 返還 
され 、 選 手 村 と し て 使わ れ た 後 、67 年 に 代々 木 公 園 ( 右 ) に | 


画 に 対す る 住民 運動 | 
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⑩ 終戦 後 後 1050*t $$ 復帰 前 後 1070*Wt ハハ の 現在 
*+9 0* 40 JU 


本 土 と 沖縄 の 
米 箇 基地 の 割合 


地図 は 調達 庁 や 防衛 省 、 各 自治 体 の 資料 な 
ど を も と に 作製 。 付 随 施 設 、 通 信 施 設 な ど 一 
部 は 省略 。 グ ラフ の 50 年 代 の 一 部 は 推計 値 


第 3 種 郵 便 物 認可 


"恒男 





沖縄 | % 
りり 


60 





ず _ 2 4 














に 米 海兵 隊 が 上 陸 演 習 を グ / 住宅 地 の 
本 土 か ら 沖 縄 へ し な が ら 移駐 し て きた 動か が な い 基 地 の 
沖 費 タ イム ス 提 供 メオ 
本 土 で は 占領 が 終わ うだ 模 田 か ら 沖 引 へ お る EF 着る さり の 
後 も 18 万 人 以上 の 来 軍 喘 固定 化 。 沖 縄 に 米 還 連休 
が 駐 印 し て いた 。 国民 の 6 専用 施設 の 7 割 以 目 i fet 
9 反発 が 強まる 中 、 米 軍 続 が 集中 
2000・ 
司 これ か ら も な お 厳し さ は 続き 、 | 沖縄 県 の 負担 を 軽減 する の は みん な 賛成 だ が 、 = 
Pa きき の 盛り 上 が り は 避け られ な い 開 | 語 新しい 困難 に 直面 する か も し 還 昌 どこ に 持っ て いく か と な る と 、 み ん な 反対 する 。 
10: 太平 洋 戦争 終戦 アイ ゼン ハ ワ ー 大 統領 調 バト ナム 戦争 れ ま せん 屋良 朝 苗 沖縄 県 知事 上 賛成 な ん て だ れ も い な い 小泉 純一 郎 首相 
(1945 年 ) (65 一 75 年 ) “ [ | 
= ニッ デ 
1952 征 53 69 /2 95 96 —= 05 19 
ーー e サン フラ ン シ ス コ 沖縄 で 土地 の 強制 東京 立川 基地 米 海兵 隊 が 日 米 が 沖縄 返還 に 合 空軍 の 一 部 が 5 月 15 日 、 沖 縄 首都 圏 の 米 軍 基 沖縄 で 米兵 3 人 日 米 が 普天 間 飛 普天 間 の 移設 先 沖縄 県 民 投票 。 
っ > 講和 条約 発効 。 接収 が 始ま る 拡張 を めぐ る 本 土 か ら 沖縄 。 意 。 沖 縄 へ の 核兵器 本 土 か ら 沖縄 返還 。 多 く の 地 を 整理 縮小 す に よる 少女 暴行 行 場 返還 に 合 を 名 護 市 辺野古 辺野古 埋め 立て | 
沖縄 な ど が 日 本 (銃剣 と プル ドー ザー) 「 砂 川 闘争 へ 移駐 再 持 ち 込み 「 密 約 ] も へ 移駐 基地 が 残る る [関東 計画 」 事件 が 起き る 意 。 た だ し 県 内 移 沿岸 と する 案 に [反対] が 72% 
か ら 切 り 離 され る 設 の 条件 付き 日 米 が 基本 合意 
米 軍 専用 施設 の 面 季 
a 沖縄 沖縄 の 本 土 復帰 か らち 、15 日 で 50 年 。 沖縄 が 期 


.Tha 1972 年 020 Jl 


に 、 4 2022 年 
7808.3ha 
都 道 府 県 別 の 割合 





沖縄 の 米 軍 基地 が 


東京 に あっ た ら … 。。。 





くう 
京 ) に 集約 する 「 関 東 計 画 」 で 基地 は さら に 縮 バレ ー で に ぎわ っ だ た 。 場 (東京 都 調布 市 ) 周辺 の 米 どい う 国 は どう な っ て いる の 」 ど と っ た 抗議 集会 に 8 カ月 の 息子 と 参 
13 区 の 面積 千代 田 区 中 央 区 墨田 区 小さ れ 、 一 部 の 部 隊 が また 沖縄 へ 移さ れ た 。 立川 は 「 デ モ の 街 」 で も あ 軍 住 宅 は 味の素 スタ ジア ム や 思い まし た 。 加 し まし た 。 息 が で き な い ほど の 
] 870]h 文京 区 台東 区 中 野 区 この 50 年 ほど で 本 土 の 基 地 は 6 割 以上 減っ っ た だ た 。1955 年 に 基地 の 拡張 計 東京 外国 語 大 学 の キャ ン パ ス 沖縄 で は 、 米 軍 は 身近 な 存在 で 署 さ の 中 、 汗 ごと 涙 を 流す 参加 者 た 
Pe (目黒 区 渋谷 区 新宿 区 た が 、 沖縄 で の 返 避 は 3 割 余 。 国土 面積 0.6 画 が 浮上 し 、 住民 ら が 猛 反 に 、「 グ ラン ト ハ イツ 」 と 呼 。 す 。 親 族 が 米 軍 基 地 で 働い た り ヽ 米 ち 。「 い つま で この よう な 状態 を 
qa 荒川 区 港 区 品川 区 9% の 沖縄 に 7 割 の 米 軍 専用 施設 が 集中 する 状 発 。 砂川 闘 争 に 発展 し た 。 デ ば れ た 一 帯 は 光が丘 団地 ( 練 軍 関 係 者 と 結婚 し た り 。「 賛 成 、 反 続け る の か 」。 私 た ち は 常 に 問い 
oo 語 、、 態 が 続い て いる 。 モ 隊 は 連日 、 映 画 館 前 の 通り 馬 区 ) な ど に 変わ っ て いる 。 対 」 と 簡単 に は 割り 切れ ませ ん 。 続け て いま す 。 
ーー i 
Paar hee さっ " 。N 1 中 i ロロ ロロ 
0DrciLabo( 3 ノヽ ハリ つつ ーー 
ょ ュー ーー “ 埼玉 県 鶴ヶ島 市 富士 見 1 丁目 8 番 10- 2F 
ドク ター シー ラボ 〇 O 6007 株 式 会 社 ド クタ ー シ ー ラ ボ 





世界 初 浸透 発 酢 コ ラー ゲン 


乾燥 に よる 小 ジ 















lz8483. 愉 














返還 本 士 が 優先 
米 軍 へ の 反発 解消 狙う 


沖縄 進ん だ 





基地 集中 


自 都 圏 で 一 気 に 如 小 


東京 都 西 部 の 中 核 で ある J 
R 立 川 駅 (立川 市 ) 。 北口 に 


を 練り 歩い た 。 内輪 で けん か 
に な っ た 学生 た ち が 上 映画 館 の 


待 し た の は 、 米 軍 基 地 の 負 担 が 「 本 土 並 み 」 に 
軽く な る と と だ っ た が 、 
が 進ん だ の は 本 土 の 米 軍 基 地 だ っ た 。 沖縄 へ の 


こと の 半 世 紀 で より 縮小 


負担 の 偏り は 、 ど うろ つく られ だ の か 。 





米 軍 基地 が 集中 し た 沖縄 で 、 何 


| 
「 住 民生 活 よ り 米 軍 」 いつ まで 
沖縄 テレ ビ キャ スタ ー・ 平 良い ずみ さん 


けれ ど 、 へ リ の 窓 が 小学 校 に 落 | 


第 2 次 世界 大 戦 の 敗戦 後 、 日 本 は 連合 国 に は 大 型 デ パー ト や ホテ ル が 立 ロビ ピー に 飛び 込ん で くる こと が 起き て きた の か 。 現地 で 取材 を ち 、 川 か ら 発がん 性 が 疑わ れる 有 
占領 され た 。 1952 年 の サン フラ ン シ ス コ 講 和 ち 並 び 、 モ ノレ ー ル が 通る 。 ぉ お あっ だ た 。 続け る 沖縄 テレ ビ の キャ スタ ーー 機 フ ジッ 素 化 合 物 が 高 濃度 で 検出 さ 
条約 発効 で 主権 を 回 復 す る が 、 同 時 に 日 米 安 一 帯 は か つて 、 米 軍 立 川 基地 米兵 相手 の 商売 で 栄え た 立 平良 いずみ さん (45) に 聞い た 。 れる 。 戦闘 機 が 深夜 、 未明 に 離陸 


全 保 障 条 約 が 結ば れ 、50 年 代 の 日 本 に は 少な 
く ご と も 38 都 道府県 に 300 以 上 の 米 軍 基地 が あ 
っ た 。 面積 の 比 は 、 本 土 が 9 割 、 沖 縄 が 1 
割 。 当 時 、 米 軍 へ の 反発 は 、 本 土 で も 沖縄 で 
も 起き て いた 。 

米国 は 、 沖 縄 に 部 隊 の 一 部 を 移し 、 本 土 の 反 
発 を 抑え る こと を 狙う 。 本 土 の 基地 は 返 選 が 
進み 、 米 軍 統 治 下 の 沖縄 で は 約 2 倍 に 拡大 さ 


れ た だ た 。58 年 に は 本 土 か ら 米 軍 地 上 部 隊 の 大 半 に は 、 日 本 人 女性 を 連れ た 米 沖縄 が 復帰 し た この 時 期 、 っ て 、 警察 すら 現場 に 近づけ な の 男 に 殺害 され る 事件 が 起き まし 
が 退き 、60 年 ご ろ に は 基地 の 割合 は 半々 ご な 兵 が 多く 訪れ た 。 周 囲 の 繁華 首都 圏 の は か の 米 軍 基 地 も 一 い 。 本土 の 関心 も 低く 、 全 国 に 放 た 。 当 時 育児 休業 中 で し た が 、 約 | 


る 。70 年 代 に は 首都 園 の 空軍 を 横田 基地 ( 東 





"配合 
ワ を 目立た な くし ます (効能 評価 試験 済み ) 


売上 No.1*4 の ドク ター シー ラボ 。 ロ ング セラ ー「 高 機能 ゲル 」 は 先端 の 美容 皮膚 科学 を 結集 し 、 
ハリ の 根幹 "コラーゲン "に 着目 し た 処方 で 、 厳 選 し た コラ ー ゲ ン *' を 肌 の 角 層 まで 届け ます 。 


だ っ た な た 。 

駅 前 の 映画 館 「 シ ネ マ シテ 
ィ 」 の 相談 役 、 鈴 木 宏 兄さん 
(81) は 、 当 時 を よく 覚え て い 
る 。 前 身 の 映画 館 は 、 基地 の 
フェ ンス の 目 の 前 。 米 軍機 が 
劇場 は 震え た 。 洋画 の 上 映 館 


街 も 、 米兵 相手 の バー や キャ 





ハリ つや 肌 お 試し セ ッ ト 





き 上 が る よう な UU 月 記 と そ コ 0 ek E 光 作 を !! 


① ア クア コラ ー ゲ ン ゲ ル 


ヽ 新 発売 / 
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川 で 、 基地 を を 語る こと は タブ 
ー だ っ た 。 77 年 、 立川 基地 は 
全面 返 避 され 、 米 兵 が いな く 
な り 、 ヽ 政治 対立 も 消え た 。 鈴 
木 さ ん は 「 返 還 され て よかっ 
だ ご か 、 困る と か 、 そ ぞ そう いう 
会 庄 は この 街 に な か っ だ 」 と 
話す 。 


気 に 返 本 が 進ん だ 。 調布 飛行 









忘れ られ な い 体 験 が あり ます 。 
2004 年 に あっ た 沖縄 国際 大 へ の 米 
軍 へ り 墜 落 事故 。 大 学 の 壁 が 愚 く 
焦げ 、 周 辺 の 住宅 に も 機体 の 破 后 
な ご ど が 飛び 散り 、 赤 ちゃ ん が 寝 て 
いた だ 部屋 の 窓 ガ ラス が 割れ て いま 
し た 。 

な の に 、 日 米 地 位 協定 が 壁 に な 


送 で きた の は わずか 30 秒 。 「 日 本 











する の も 日 常 。 新型 コロ ナウ イル 
スズ 対策 で も 、 米 軍 関 係 者 は 日 本 政 
府 の 水際 対策 を すり 抜け て いま し 
た 。 住民 生活 より 米 軍 の 都合 が い 
つも 優先 され て し まう 。 基 地 問 題 
は 、 命 や 暮らし に 関わ る 問題 な の 
で す 。 


16 年 に は 、20 歳 の 女性 が 米 軍 属 | 


6 万 5 千 人 (主催 者 発表 ) が 集 ま 


「 ア クア コラ ー ゲ ン ゲ ル エン リッ チリ フト EX 」 
ハリ つや 肌 お 試し セッ ト ご 注文 係 


24187 


氏名 ・ ao ・ 電 話 番号 ・ メ ー ル アド レス ・ hosi, 


エン リッ チリ フト EX 15 
キメ の 整っ た 、 [ハリ 股 高 機能 ゲル ] 0 
つや 肌 へ 通常 価格 wa | 
通販 限定 期間 :2022 年 5 月 15 日 一 
2022 年 5 月 9 1 日 まで ーー ② 展 庄 vc1 00 エ ッ セ ンス 
エン リッ チリ フト EX と 高 混 通 ローン ヨン FX 14mL EE 計 
万 ここ *2 ビタ ミン C** 配 合 。 [ビタ ミン C" 配 合 化粧 水 ] 3 ーー 3 
大 人 気 の ビ タ ミ ン C 美容 液 の よう な 化粧 水 無料 「 ア クア コラ ー ゲ ン ゲ ル エン リッ チリ フト EX」 
セッ ト 研 会 だ ーー U ッ 
化粧 水 が セ ッ ト で 今 だ け 和 和 ee | er@ 2 人 秋 料 作 合成 着色 笠 折衝 沼 . バ ラベ ン 2 議 計 8 ハリ つや 肌 お 試し セッ ト 
無料 で お 試し いた だ け ま す / | アル コー ル 無 添加 (植物 由来 の 精油 を 使用 し て い 語 華 













量 送 料 も 無料 で す 。 

画 初回 限定 一 世帯 様 1 個 限り と な り ま す 。 

画 日 本 国内 在住 で 、25 歳 以上 の 方 に 限ら せ て いた だ さき ます 。 
画 お 届け は 郵便 で の 配達 と な り ま す 。 


画 ア レル ギー テス ト 済 みみ (すべ て の 方 に アレ ルギー 人 
起き な いと いう わけ で は あり ませ ん ) 


※1 気持 ちの こと ※2 角 層 まで ※3 Mintel 社 の グロ ー バ ル 新 製品 デー タベース サー ビス 内 に ある ビュ ー テ ィ ー& パ ー ソ ナル ケア カテ ゴリ ー 商 品 に お し \ ヽ て アス ペル ギル スハ イド ロラ イズ ドコ ラー ゲン ファ ー メ ント フィ ルト レイ ト を 世界 86 か 国 で は 初 計 て 6 合 。 
※※4 2021 年 TPC マ ー ケ ティ ング リサ ー チ (株 ) 調べ 「 ド クタ ー コ ス メ 企 業 別 ( 金 額 ) シ ェ ア 」 ※5 イン テー ジ SLI( 全 国 女 性 消費 者 パネ ル 調 査 )】 2020 年 1 月 一 12 月 シリ ー ズ 別 全額 シェ ア *1 アス ペル ギル ス 幸 装 物 ( 束 肌 ・ 保湿 成分 ) *2 パル ミチ ン 酸 アス コル D9 


0120-727-000 Er 


※ 日 本 国内 在住 で 、25 歳 以上 の 方 に 限ら せ て いた だ きま す 。 
京 セ ッ ト 内 容 が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 eR : 
調べ 。 調 査 期間 1996: 
INa、3-O- エ チル アス 











人 @ こ の 帝 品 は 送 科 無料 で す 。 多 無 笠 サ ンプ ル は 、 ハ 方 キ 到 次 後日 前 後 で お 届け いた し ます (休日 な ら ば に 一 部 夫 域 を 除く )。 氏 お 宮 欄 
の ご 都合 で 返品 され る 糧 含 、 商 品 到 籍 後 8 日 以内 に ご 連絡 くだ きい 。 こ の 場合 、 和 送料 は お 客 様 負担 と な り ま す 【 條 し 、 未 開 年 ・ 未 使用 品 
の み に 限 ちせ で て いた だ きま す ) 。 天 ドク ター シー ラボ で は お 客 様 の 氏名 住所 ・ 介 話 番号 な ど を 利用 し 、 当 社 肖 民 販 売 の ご 提供 や 当社 が 
会 義 す る 各種 イベ ント な どの ご 宣 内 を させ て いた だ く 場 合 が ご ざい ます 。 個 人 情報 に 関す る お 問い 合わ せ は 画 5O120-O00-025(9:OO 
ー21:00 / 年 中 無体 ) ま で ご 運 施 くだ さい 。 詳細 は 有 社 HP「 個 人 情報 保護 方 針 お よび げ グ ロー バル プラ イバシー ま ポリシー] 
(https://www.CLlgbo-Corm/Or/demandwgre.store/Siltes で ilgbo-Site/default/Hules-vigwPolicy) を ご 確認 くだ さい 。 
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舞 ー 3 論 受付 時 間 /9:00<21:00 年 中 無休 
送料 失 村 ・ 初回 限定 記 宙 祝 1 個 限 ) スム ー ズ に ご 案内 する た め 、 発 信者 番号 を 通知 し て お 電話 くだ さい 。 
掲載 の は が き b 広告 上 下 の ム ヤ 印 の 位置 で ハガキ を 切り 取り 、 山 折り 線 を 2 つ折 り に し 上 下 と 右端 の 計 3 辺 を 
の リブ づけ の 上 、 ご 郵送 くだ さい 。 ホ チキ ス の ご 利用 や 厚紙 へ の 貼り 付け は ご 避 慮 くだ さい 。 
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日 常 生 活 | 


(年 中 無休 、12/31 一 1/3 除 く ) 


9:00 一 19:00 


「 定 期 お 届け コー ス 」 初 回 お 届け 時 に 7 日 分 (14 粒 パウ チ ) プレ ゼン ト ! 


携帯 電話 か ら も ご 利用 いた だ け ま す 。 
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「 カ ルビ ス 健 康 通販 」17054 係 
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飲み や すい 小粒 タイ プ 
(原寸 大 ) 


届出 表示 : 本 品 に は 、CP2305 ガ セリ 黄 (/.gassep CP2305) が 含ま れ て お り 、 健 康 な 方 の 日 常 生 活 に お ける 不安 感 、 


気分 の 落ち 込み 、 精 神 的 スト レス を 緩和 し 、 有 睡眠 の 質 ( 眠 り の 深 さ ) を 高め 、 腸 内 環境 を 改善 する 機能 が あり ます 。 





。 食 事 の バラ ンス を 。. 


尊 志 の 方 活 : 一 日 且 暫 呈 を 本 を すっ て 、 
60 粒 パウ チ -30 日 分 (一 日 反目 安 量 :2 灯 ) 


機能 性 表示 食品 【 届 出番 号 :F263】 
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2 の O222 年 ( 令 和 4 年 ) 己 月 15 日 (日 ) 杏 月 


沖縄 復帰 50 年 


ーー 


ョ 還 


に 考え る 


沖縄 が 復帰 し て 、 今 日 で 50 年 。 街 で の イン タビ ュー、 新 聞 紙 面 へ 


観光 だ け で な く 基地 の こと 知っ て 


東京 の アン テ ナ シ ョ ッ プ 訪れ た 人 々 は 


全国 の アン テ ナ シ ョ ッ プ が 集まる 
東京 ・ 銀 座 の 一 角 で 、 ひ と きわ 目 を 
引く の が 、 大き な シー サー が 店 先 に 
置か れ た 沖縄 物産 の 「 銀 座 わ し た シ 
ョ ッ プ 本 店 」 だ 。 訪 れ た 人 々 に 、 胸 
の うち に ある 「 沖 縄 」 を 聞い た 。 
地下 1 階 か ら 三 線 の 音色 が 響く 。 
5 月 の 連休 中 に 店 が 企画 し た 無料 体 
験 会 に 20 人 ほど が 参加 し て いた 。 川 
崎 市 か ら 来 た 会 社員 の 井上 誠 さ ん 
(55) は 、 沖 縄 の か り ゆ し ウェ ア 姿 だ 
っ た 。「 初 め て だ っ た けど も の すご 


く 楽 し か っ た 。 も っ と 学び ぴた い 」 
仕事 で 度々 沖縄 を 訪れ て お り 、 島 
(に 吹く 風 が 好き だ と いう 。 復帰 50 年 
に つい て 尋ね る と 、 沖縄 戦 の 犠牲 や 
米 軍 基 地 に 話 が 及 ん だ 。「 何 も で き 
な い の は 悔し いけ ど 、 応援 の 気持 ち 
を 込め て 沖縄 物産 
を 買っ て いま す 」 
店 長 の 後藤 友 興 
さん (49) は 、 首 里 
城 が 焼け 落ち た 


馬祖 国 へ 」 変 わら め 現 実 


本 紙 の 声 欄 に 
は 、 沖縄 に 関す る 
投稿 も 多く 寄せ ら 
れ て いる 。 那 中 市 
の 呉 我 愛子 さん 4 
(64) は 2020 年 10 = き 
月 、「 半 世紀 に わた っ て 交流 を 続け 
る 県 外 の ペン フレ ンド が いる 」 ど と ど 投 
稿 し た 。 文通 の きっ か け は 「 沖 縄 の 
復帰 が 決定 し た 喜び を 子ども 向け 雑 
誌 に 投稿 し た こと 」 だ と いう 。 

記者 が 自宅 を 訪ね る と 、 雑誌 の コ 
ピー を 見 せ て くれ た 。 「 わ た し た ち 
の 住ん で いる 沖縄 が 、1972 年 に は 返 
か ん され る こと に な り ま し た 。 祖国 
へ 帰る の で す 。 待 ち に 待っ た 祖国 へ 。 
ど ご どうぞ 、 み ん な 喜ん で くだ さい 」 

当時 思い 描い た 「 復 帰 」 ご は 「 米 
軍 基 地 が な く な る こと 」 だ っ た 。 当 
時 か ら 、 子 ども や 女性 が 米兵 に 暴行 
され た と いう 話 を 了 年 に し て いた 。 
「 そ ん な 不安 も 、 復 帰 を すれ ば 消え 
る と 信じ て いま し た 」 

現実 は 、 何 も 変わ らち な か っ た 。 広 
大 な 基地 は 居座り 、 米 軍 関 係 の 事件 
や 事故 が 続く 。 そ うし た 現状 を 新聞 
に 投書 する よう に な っ た 。 本土 の ペ 
ン フ レン ド に あて た 手紙 に も 時 々 、 
書き 添え た 。 反応 は 一 度 も な い 。 
「『 大 変 ね 』 と は 言っ て も 、 そ ぞ それ 以 
上 は 言わ な い 。 本 土 の 人 に と っ て は 





| 


『 よ その 話 』 な ん で し ょ う ね 」「『 待 





ーー 全 短 者 科 圭 9 
中 学生 だ っ た 呉 我 さん が 、 沖 
縄 の 本 土 復帰 が 決ま っ た 喜び 
を 投稿 し た 雑誌 の コピ ー 


ニュ ー ズ スィ リ Nl! 


「 導 ニュ ー ス 4U (For you) 」 
で は 、 大 型 連 休 に 合わ せ て 子連れ の 
お 出かけ に まつ わる エピ ソー ド や ご 
意見 を 募集 し まし た 。 

2 歳児 ご 特急 列車 に 乗っ て 乗客 に 
静か に する よう 注意 され 、 肩 身 の 狭 


ち に 待っ た 祖国 』 っ て 、 本 当 だ っ た 
の か し ら 」 


見 て 見 ぬ ふ り 反省 


イン ド ネ シア の 
文化 交流 団体 で 働 
く 古井 愛さ ん (26) 
は 学生 の 時 、 沖 縄 
を 学ぶ ツア ー を 企 
画 し 、 沖縄 戦 の 戦 辻 
跡 や 米 軍 基地 を 歩い た 。 埼 玉 県 で 暮 
らし て いた 頃 、 基 地 移 設計 画 を めぐ 
る 名 護 市 辺野古 の 埋め 立て に 沖縄 戦 
機 牲 者 の 遺骨 を 含む 土砂 が 使わ れる 
可能 性 が ある と 知り 、 驚 いた 。 計 画 
の 中 止 を 求め る 意見 書 の 採択 を 地元 
の 議会 に 働き か け 、 実現 し た 。 

そん な 経緯 が 声 欄 に 掲載 され た の 
が 2 月 。 「 ま た 一 つ 、 自 分 の 声 を あ 
げ る 方 法 を 知っ た 」 と 書い た 。 こ れ 
まで 見 て 見 ぬ ふ り を し て こ な か っ た 
か と 、 反省 の 気持 ち を 込め た 。 

「 私 た ち は ま だ まだ 知ら な いこ と 
が 多 す ぎる 。 現 場 を 訪ね て 、 自 分 の 
目 で 見 て 、 耳 で 聞い て 確か め た い 」 


みん な で 向き 合う 


宮崎 県 都城 市 の 議 計 
非常 勤 講師 、 塚 野 詳 護 | 
安 枝 さ ん (48) は 琉 講 
球 大 で 学び 、 集落 講 。。 
の 住民 か ら 話 を 聞 証 計 。 
く フ ィ ー ル ド ワ ー 叶 記 計 
ク を 重ね た (写真 は 当時 ) 。 2 月 に 
掲載 され た 投稿 で 「 幹 線 道路 沿い に 
続く 広大 な 米 軍 基 地 に い は 言葉 を な く 
し た 」 ど と 、 当 時 の 強烈 な 印象 を 書き 
a テラ Ce a 

復帰 か ら 50 年 。 自 分 が 大 学 を 出 て 
か ら も 26 年 が た つの に 、 基地 の 風景 
は 変わ っ て いな い 。 「 現 実 か ら 目 を 
そむけ て は いけ な い 。 基地 の 問題 を 
沖縄 だ け に 押し つけ る の で な く 、 み 
ん な で 向き 合わ な いと 」 

(福井 万 穂 、 伊 藤 隆太 郎 ) 


か ら 


い 思 い を し た 人 。 乗車 中 の 子ども や 
親 の マナ ー が 和 気 に な る 人 。 鉄 道 会 社 
が 「 子 連れ 専用 車両 」 を 設け る 動き 
に つい て は 、 多く の 方 が 賛同 する 一 
方 で 、「 本 当 は 子連れ で も 気 に せ ず 
移動 で きる の が いい と 思う 。 和 社会 み 








度目 の 銀座 勤務 に な っ た 。 店 頭 で 寄 
付 を 募る ご 1 千 万 円 以上 が 集まっ 
だ た 。 「『 応 援 し て る よ 』 っ て 言葉 が 
つれ し か っ た ]」 

か つて 沖縄 の 女性 が 入れ て いた 入 
れ 黒 「 ハ ジ チ 」 の 本 を 手 に し て いた 
の は 歯科 医師 の 鈴木 麻美 さん (26)。 
バッ グ に 沖縄 の 集落 に ある 「 共 同 売 
店 」 の 写真 が プリ ント され て いる 。 
沖縄 出身 か と 思い き や 、 神 奈川 出身 
だ ご いう 。 

沖縄 の 文化 や 歴史 に も 詳し く 、 





「 東 京 の 人 に 、 観 光 だ け じ ゃ な く 基 
地 の こ と も 知っ て ほし い 」 と ご 言う 。 
家 に は 沖縄 に 関す る 本 が 100 后 以上 
あり 、 自 分 で 勉強 し た と いう 。 こ の 
日 も 、 新 た に 5 冊 の 本 を 買っ た 。 

東京 ・ 中 野 に 住ん で 40 年 と いう 沖 
縄 出身 の 会 社員 、 宮 城 浩一 さん (61) 
が 、 シ ー サ ー の 前 で 記念 撮影 を し て 
いた 。 3 歳 の 孫 に お いし い 沖 縄 そ ば 
を 食べ させ だ た い 、 ど 訪れ た 。 

「 半 年 に 1 度 は 来る よ 。 商 品 を 見 
て いる だ け で 懐か し く な る 」。50 年 


に biNKNITAW 


.UV+ 飛 は 拉 HAHS 箇 


EFN 


「 沖 縄 」 と 一 緒 に つぶ や か れ た 主 な 言葉 


県 内 か ら の 投稿 


県 外 か ら の 投稿 





過去 12 年 間 の ツイ ッ タ ー へ の 投稿 を ブラ ンド ウォ ッ チ で 抽出 


ツイ ッ タ ー 県 内 外 で 温度 差 


沖縄 県 内 と 県 外 で 、 ネ ッ ト 上 の 関 
心 事 に 心理 的 な 距離 が ある の で は な 
いか 。 今回 、 ツ イッ ター で つぶ や か 
れ た 沖縄 に つい て の 投稿 を 追跡 し 、 
日 々 うつ ろう 「SNS 世 論 」 か ら 、 
話題 の 温度 差 を 感じ た 。 

投稿 の 分 析 に は 、SNS 分 析 ツ ー 
ル 「 ブ ラン ドウ ォ ッ チ 」 を 使っ た 。 

「 沖 縄 」 を 含む つぶ や き は 、 ツ ー ル 
で さか の ば ぼれ る 最 古 の 2010 年 7 月 か 
ら 22 年 4 月 まで に 、 計 1 億 8827 万 件 
あっ た 。 

これ を 「10 年 7 月 て 14 年 6 月 」 

「14 年 7 月 て 18 年 5 月 |」 「18 年 6 月 


子連れ 専用 車両 どう 思う ? 


ん な で 子育て を する 雰囲気 が あれ 
ば 」 ご と いう 方 も や いま し た 。 

SNS を 通じ て 皆さん の 思い を お 
伝え いた だ き ヽ 議論 を 深め る 。「 孝 N 
4U」 は 、 皆さん と 記者 が と も に 記 
事 を つく りあ げ て いく 企画 で す 。 子 


< て 22 年 4 月 」 の 3 期間 に 分 け 、 一 緒 
(に つぶ や か れ た 言葉 の 変化 を 、 発 信 
元 が 県 内 か 県 外 か に 分 け て 調べ た 。 
S N S の 束 明 期 で も あっ た 最初 
の 4 年 間 は 、 県 内 か ら は 「 台 風 」 
「b ar」、 県 外 か ら も 「 東 京 」 や 
「 北 海道 」] な ど 、 旅行 の 話題 や 日 常 
を 切り 取っ た 投稿 が 中 心 だ っ た 。 
様子 が 変わ っ た の が 、 次 の 4 年間 
だ 。 沖縄 県 東村 高 江 の 米 軍 へ ヘリ パッ 
ド 建 設 現 場 で 16 年 10 月 、 抗 議 活 動 を 
し て いた 沖縄 の 人 に 対し て 、 機動 隊 
員 が 「 ぼ ぽ ぼけ 、 土 人 が 」 と 発言 し た こ 
と が 発覚 し た 。 上 位 に 入っ た の は 、 


の 投稿 、L 1N ビ E で の 呼び か け 、 ツ イッ ター の 分 析 と 、 で きる だ け 
多く の チャ ン ネ ル を 使っ て 、 沖 縄 へ の 思い を 集め まし た 。 それぞれ 
の 場 で 、 こ の 島 に 向き 合 お うと し て いる 人 々 の 姿 が 浮か び ま す 。 









前 の 復帰 の 日 に は 沖縄 に いた 。 「 子 
供 だ っ た か ら 、 覚え て いる の は ドル 
か ら 替 わっ た 日 本 円 が お も ちゃ みた 
い に 見 えた こと ぐら い 」 ど と 懐か し 
み 、 続 けた 。「50 年 は 早かっ た よ 。 

米 軍 基 地 も 残っ た まま だ し 」 


第 3 種 郵便 物 認可 
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東京 に 孫 が 5 人 いる が 、 い ずれ は 
沖縄 で 暮らし て くれ る こと を 期待 し 
て いる 。 「 や は り の 、 海 が きれ いで 環 
境 が いい か ら 。 そ の 時 に は 、 基 地 の 
な い 沖 縄 に 戻っ て いて ほし い 」 
(宮野 拓也 ) 


SNS で 読者 の 投稿 を 募っ て 記事 を つく る 企画 「 電 ニュ ー 


” ) ス 4U (For you) 」 で は 、 LI NE 公式 アカ ウン ト に 登録 
< 上 一 し て いる 友だち に 質問 。 回 答 を 寄せ た 60 人 余 の な か か ら 、2 
人 に 追加 の 取材 を し て 声 を 聞い た 。 


受け 入れ 私 の 町 で 


千葉 県 の 会 社員 女性 (63) 

大 学 を 卒業 し て 会 社員 と な っ た 
1981 年 、 新 人 研修 先 こ とし て 配属 され 
た 那覇 市 で 3 カカ 月 暮らし た 。 当 時 、 
支店 長 の 車 が 左 ハ ンド ル だ っ だ た 。 道 
路 が 左側 通行 へ 変わ っ た の は 3 年 前 
で 、 ま だ 街中 に は 「 〇 月 〇 日 か ら 左 
側 通 行 ! 」 と 書か れ た ポス ター が 貼 
られ だ まま だ っ た 。 

いろ いろ な 場所 へ 足 を 運ん だ が 、 
戦争 や 基地 の こと は 隠し て いた いよ 
うに 見 えた 。 沖縄 の 振興 に 「 暗 い 歴 
史 」 に は 不都合 で 、 明 る い 観 光 地 を 演 
出し た か っ た の か も し れ な い 。 で も 
本 当 は 、「 そ れ で も 知っ て ほし い 」 
と いう 気持 ち だ っ た は ず だ 。 

その 後 、 結婚 し て 子ども が で き 、 
家族 で 沖縄 を 再訪 し た 。 キ ラキ ラ し 
た だ リゾート だ け で は な く 、 戦跡 な ど 
ぉ も 回 っ て 沖縄 の 歴史 を 学ん だ 。 い ま 
は 成人 し た 3 人 の 子ども に 聞い て み 
た 。 「 沖 縄 の 基地 を どう し た らい 
い ? 」。 彼ら は みん な 答え た 。 「 私 
た ちの 町 で 受け 入れ た い 」 と 。 


県 内 で は 「 高 江 ]」 や 「 基 地 反 対 」 だ 
っ た が 、 県外 で は 「 報 道 ] な ど ご が 
「 左 足 の デマ 」 な ど と いっ た 言葉 ご 
共に 投稿 され た 。 
この 頃 か ら 県 内 の 投稿 数 は 急激 に 
増え 、 仏 長雄 記 ・ 前 知事 を 支え る 
「 オ ー ル 沖縄 」 が 議会 の 過半 数 を 維 
持 で きる か が 焦点 に な っ た 17 年 7 月 
の 那覇 市 議 選 で 一 つの 山 を 迎え た 。 
最多 だ っ た の は 、 知事 選 が あっ た 18 
年 9 月 だ っ た 。 米 軍 普 天 間 飛行 場 を 
名 護 市 辺野古 に 移設 する 計画 に 反対 
し 続け た 著 長 氏 が 急逝 し た こと を 受 
け だ 選 挙 で 、「 知 事 選 「 デ ニー」 
と ごい っ た 言葉 が 多く 投稿 され た 。 
一 方 、 県 外 か ら の 投稿 が 急増 し た 
の は 19 年 3 月 だ っ た 。 県 内 と は 対照 


有事 に 備え 移転 を 


神奈 川 県 の 会 社員 男性 (46) 

自分 に と っ て 沖縄 は 、 大 学 時 代 の 
研究 テー マ だ っ だ た 。 ゼ ミ の 課題 な ど 
で 沖縄 戦 ご 畠 民 化 教育 に つい て 研究 
し 、 卒論 に も まとめ た 。 

現地 を 訪ね て 調べ た の は 、26 年 前 
の こと だ 。 自分 が 住む 自治 体 の 友好 
姉妹 都市 が 沖縄 (に あり 、 派 遣 さ れ て 
本 島 南 部 の 激戦 地 寺 めぐ っ た 。 

現地 で は いま も 、 ひ び ひめゆり の 塔 な 
ど ご ど 多く の 戦 蹴 で 、 当 時 を 伝え る 活動 
が 続い て いる 。 も っ と 多く の 人 に 理 
解 を 広め て ほし いと 思う 。 沖縄 の 歴 
史 に つい て は 、 残念 な が ら 、 な ん ごと 
な くぼん や り と し か 知ら な い 人 が 多 
い の で は な いか 。 

私 の 自宅 近く に は 横須賀 基地 が あ 
る 。 沖縄 か ら 基 地 機 能 の 移転 が あっ 
て よい と 思う 。 安全 保障 上 の 理由 な 
ご か ら 在 日 米 軍 が 必要 だ と 考え る 人 
に と っ て も 、 将 同 を 得 ら れる の で は 
な いか 。 沖縄 か ら 基 地 を 分 散 さ せれ 
ば 、 有事 の 際 の リス クマ ネジ メン ト 
(に こも な る は ず だ 。 


的 に 、 沖 縄 旅行 が 当たる キャ ン ペ ー 
ン や 卒業 旅行 の 内 容 が 中 心 で 、「 抽 
選 」 「 企 画 ] な どの 言葉 が 並ん だ 。 
し か し 、 新型 コロ ナウ イル ス の 感 
染 が 拡大 する と 、 投稿 は コロ ナー 一 色 
に 染まっ て いく 。 沖縄 で は 米 軍 基 地 
の 集団 感染 が 発生 し 、 人 口当たり 感 
染 者 数 が 多かっ た こと も あっ て 、、 県 
内 外 と も 「 コ ロナ 」 「 感 染 」 と いっ 
た 言葉 が 上 位 に 並ぶ よう に な っ だ た 。 
(牛尾 欄 ) 
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ご 意見 ・ ご 提案 を お 寄せ くだ さ 
い 。 asahi_forum@asahi.com 








来週 2 日 は 「 小 学生 の スポ ー ツ 多国 大 会 」 を 掲載 し ます 。 


日 々 の 暮らし の 細 問 、 違和感 、 謎 。 身 近 な 出来 事 を 取材 する 「 志 ニュ 
ー ス 4 U (For you) 」 に 投稿 し て み ま せ ん か 。 


育て の 話題 、 人 迫る 参院 選 に つい て 知 
り た いこ ご 、 実 は 気 に な っ て いる 小 
さ な も や も や 。 取材 リク エス ト を お 
寄せ くだ さい >。 

QR コー ド を 読み 取っ て LTNE 
で 「 友 だ ち 追 加 ] す る と 、 取 材 班 と や 


り と り で きま す 。 こ れ ま で の 記事 は 、 
特集 ペー ジ (https://www.asahi. 
com/special/n4u/) か 
ら ご 覧 くだ さい 。 

(大 阪 社会 部 ・ 石 田貫 
ゴ *) 








子連れ 旅行 。 い つ 飽 き て 
騒ぐ かと 親 は ヒヤ ヒヤ 
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